
札幌教区ニュース／第１６号［１］

第１６号
２０１０年１１月１５日

九
月
十
八
日
（
土
）
か
ら
二
十
日
（
月
・
祝
）
ま
で
の
三
日
間
、
聖
公
会
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
、
カ

ト
リ
ッ
ク
北
十
一
条
教
会
、
天
使
大
学
を
会
場
に
行
う
。
分
科
会
・
現
地
学
習
会
に
は
道
内
外
か
ら
約

三
〇
〇
人
、
三
日
目
の
社
会
司
教
委
員
会
主
催
の「
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
は
約
六
〇
〇
人
が
参
加
。

初
日
は
、
聖
公
会
札
幌
キ
リ

ス
ト
教
会
に
て
、
開
会
式
が
行

わ
れ
、
引
き
続
き
基
調
講
演
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ

た
。
基
調
講
演
で
は
、
北
海
道

ア
イ
ヌ
協
会
副
理
事
長
の
阿
部

ユ
ポ
さ
ん
が
、『
ア
イ
ヌ
民
族

抵
抗
運
動
』の
歴
史
に
つ
い
て
、

我
々
に
も
分
か
り
易
く
述
べ
ら

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
人
権
部
長

で
あ
り
エ
テ
ケ
カ
ン
パ
の
会
会

長
の
小
川
早
苗
さ
ん
が
「
ア
イ

ヌ
民
族
衣
装
」
に
つ
い
て
説
明

し
、『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
か
ら

カ
ム
イ
ユ
ー
カ
ラ
を
朗
読
し
、

ア
イ
ヌ
ト
ン
コ
リ
＆
唄
ｆ
ｒ
ｏ

ｍ
北
海
道
の
小
川
も
と
い
さ
ん

が
『
民
族
楽
器
ト
ン
コ
リ
・
ム

ッ
ク
リ
』
を
演
奏
し
、
ア
イ
ヌ

民
族
を
よ
り
理
解
し
、
ア
イ
ヌ

民
族
と
し
て
の
人
権
を
認
め
、

日
本
の
先
住
民
族
と
認
め
支
え

る
法
律
制
定
の
必
要
性
と
協
力

を
訴
え
た
。

二
日
目
は
、
天
使
大
学
を
主

会
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
ず
つ

の
分
科
会
、
現
地
学
習
会
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
た
。

三
日
目
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
は

大
会
参
加
者
と

一
般
参
加
者
で
満
席

最
終
日
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
北
十
一
条
教
会
で
、
社

会
司
教
委
員
会
主
催
の

『
す
べ
て
の
人
の
人
権
を

大
切
に
』
を
テ
ー
マ
に
、

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
菊
地
、

幸
田
、
松
浦
の
三
司
教
を

迎
え
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
派

遣
ミ
サ
を
行
う

一
番
目
に
、
松
浦
悟
郎
司
教

（
大
阪
補
佐
司
教
、
難
民
移
住

移
動
者
委
員
会
委
員
長
）
が
、

「
人
間
の
尊
厳
と
平
和
」
と
題

し
提
言
。

松
浦
司
教
は
、
一
九
四
八
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界

人
権
宣
言
」
と
、
宣
言
採
択
六

十
年
目
に
日
本
の
司
教
団
が
発

し
た
「
す
べ
て
の
人
の
人
権
を

大
切
に
」
と
い
う
司
教
団
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
取
上
げ
、
人
々
と
共

有
し
な
い
宣
言
に
は
意
味
が
な

く
、
国
際
社
会
と
共
有
し
た
人

権
宣
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
意

義
が
あ
る
と
述
べ
た
。
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
も
聖
書
に
基
づ
く
人

間
観
が
あ
る
が
、集
団
の
論
理
、

国
家
の
論
理
な
ど
に
揺
れ
動
き

な
が
ら
も
、
福
音
に
近
づ
く
歩

み
を
二
千
年
余
り
行
っ
て
き

た
。教

会
の
中
で
も
人
権
が
深

ま
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
男

女
平
等
と
い
う
問
題
や
、
人
と

人
の
関
係
も
、
聖
書
の
原
点
を

見
つ
め
な
が
ら
の
旅
の
途
中
で

あ
り
、
現
在
も
段
階
の
一
通
過

点
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
こ

と
。
そ
し
て
、
人
権
の
基
本
は
、

男
と
女
や
、
人
と
し
て
の
尊
厳

を
傷
つ
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、

外
的
な
傷
よ
り
も
、
人
と
人
の

関
係
性
の
中
に
我
々
の
尊
厳
の

問
題
が
あ
る
と
語
っ
た
。

最
後
に
、
日
本
国
憲
法
前
文

の
平
和
的
共
存
権
に
ふ
れ
、
人

が
傷
つ
く
こ
と
、
貧
し
い
こ
と

を
見
な
い
ふ
り
し
て
は
い
け
な

い
と
結
ん
だ
。

二
番
目
に
、菊
地
功
司
教（
札

幌
教
区
管
理
者
、
新
潟
司
教
、

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
責
任
司

教
）
が
、「
民
族
差
別
と
い
の

ち
」
と
題
し
て
提
言
。

菊
地
司
教
は
、「
ル
ワ
ン
ダ

問
題
」
を
取
上
げ
、
ル
ワ
ン
ダ

で
起
こ
っ
た
紛
争
が
何
故
起

こ
っ
た
の
か
を
、
欧
州
列
強
の

植
民
地
支
配
や
、
ル
ワ
ン
ダ
の

民
族
間
（
ツ
チ
族＝

少
数
派
と

フ
ツ
族＝

多
数
派
）の
問
題
を
、

歴
史
的
経
過
か
ら
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。

そ
し
て
、
ル
ワ
ン
ダ
で
の
難

民
や
虐
殺
の
民
族
紛
争
の
始
ま

り
は
、
国
内
の
部
族
間
の
争
い

で
は
な
く
、
海
外
か
ら
の
政
治

的
な
争
い
に
民
間
人
が
巻
き
込

ま
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

第第
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六六
回回
カカ
トト
リリ
ッッ
クク
正正
義義
とと
平平
和和

全全
国国
集集
会会
「「
札札
幌幌
大大
会会
」」
開開
催催



と
。
そ
し
て
、
政
治
的
・
経
済

的
な
目
論
見
で
、
他
で
も
世
界

中
で
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
。
怖
い
話
だ
が
、
ル
ワ
ン
ダ

の
よ
う
な
紛
争
は
、
ど
こ
で
も

簡
単
に
起
こ
り
う
る
話
で
あ
る

と
語
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
国
と
言
っ
て
よ

い
ル
ワ
ン
ダ
で
起
こ
っ
た
こ
れ

ら
の
出
来
事
は
、
政
治
的
・
経

済
的
な
目
論
見
で
お
こ
る
紛
争

に
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
我
々

は
、
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

三
番
目
に
幸
田
和
生
司
教

（
東
京
補
佐
司
教
、
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
担
当
司
教
）が
、「
人

権－

聖
書
と
現
実
を
見
つ
め

て
」
と
題
し
て
提
言
。

幸
田
司
教
は
、「
世
界
人
権

宣
言
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」
を

取
上
げ
、
聖
書
の
中
に
あ
る
人

権
の
尊
重
に
つ
い
て
、
聖
書
の

箇
所
を
引
用
し
、
教
会
の
歴
史

は
必
ず
し
も
人
権
を
尊
重
し
て

い
た
と
は
言
え
な
い
部
分
も

あ
っ
た
こ
と
（
奴
隷
を
認
め
て

い
た
事
な
ど
）は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
弱
い
人
の
叫
び
を
聞

き
、
傍
に
来
て
助
け
て
く
れ
る

の
が
我
々
の
神
で
あ
り
、
目
の

前
の
苦
し
み
に
共
感
す
る
の
が

イ
エ
ス
で
あ
る
と
語
り
、
我
々

も
イ
エ
ス
の
行
っ
た
証
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
語
っ

た
。最

後
に
、
人
間
ら
し
い
生
き

方
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
々
に

つ
い
て
、
世
界
的
な
問
題
と
し

て
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
（
人
間
開
発
指
数

＝

経
済
的
な
豊
か
さ
に
、
健
康

的
な
豊
か
さ
と
教
育
的
豊
か
さ

を
加
え
た
指
数
）
を
取
上
げ
、

世
界
で
は
選
択
肢
を
奪
わ
れ
て

い
る
人
々
が
多
く
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
身
近
な
国
内
の
問
題

と
し
て
、
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の

問
題
や
、
自
死
に
ま
で
追
い
込

ま
れ
る
人
々
の
問
題
な
ど
に
触

れ
、
人
権
問
題
と
し
て
我
々
は

キ
チ
ン
と
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
だ
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
に
行
わ

れ
た
派
遣
ミ
サ
の
説
教
で
、
松

浦
司
教
は
、
準
備
し
て
く
れ
た

方
々
に
謝
意
を
述
べ
、
札
幌
大

会
の
特
色
と
し
て
ア
イ
ヌ
民
族

の
戦
い
の
歴
史
を
上
げ
て
、
Ｔ

Ｖ
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
た
心
臓

病
を
押
し
て
ア
イ
ヌ
文
化
の
歴

史
を
纏
め
上
げ
た
方
を
思
い
起

こ
し
た
話
を
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
民

族
を
支
え
る
法
律
を
定
め
る
必

要
性
を
訴
え
た
。

聖
書
の
言
葉
「
あ
な
た
方
は

幸
い
だ
。」
と
語
り
か
け
た
イ

エ
ス
の
言
葉
を
信
じ
る
我
々
キ

リ
ス
ト
者
の
証
に
か
か
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

菊
地
司
教
は
ミ
サ
の
説
教
の
中
で
、
ガ
ー
ナ

に
宣
教
に
行
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
や

そ
の
後
に
司
教
と
な
り
今
回
ガ
ー
ナ
を
司
祭
叙

階
の
た
め
に
訪
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
、
計
り
知
れ

な
い
神
様
の
計
画
が
あ
る
事
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。
菊
地
司
教
が
、
一
九
八
三
年
に
英
語
を
勉

強
し
に
米
国
の
シ
カ
ゴ
に
行
っ
た
時
、
隣
室
の

住
人
が
ガ
ー
ナ
人
の
神
父
で
あ
り
、
そ
の
隣
人

の
神
父
の
勧
め
で
後
々
ガ
ー
ナ
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
隣
人
の
神
父
は

現
在
ガ
ー
ナ
で
司
教
に
な
り
、
そ
し
て
、
自
分

も
現
在
司
教
に
な
っ
て
い
る
お
陰
で
、
ガ
ー
ナ

で
宣
教
し
て
い
た
頃
の
侍
者
を
手
伝
っ
て
い
た

少
年
が
司
祭
叙
階
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
今

年
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
ガ
ー
ナ
を

訪
れ
て
司
祭
叙
階
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
。
そ
し
て
今
回
叙
階
を
受
け
た
ガ
ー
ナ
人

の
神
父
が
今
度
は
日
本
に
宣
教
に
来
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
語
ら
れ
、こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、

神
様
の
聖
心
で
、
神
様
の
大
き
な
計
画
の
一
部

で
あ
り
、
私
た
ち
が
自
分
で
や
ろ
う
と
し
て
も

出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
常

に
、
神
様
の
求
め
る
聖
心
に
従

い
、
み
旨
を
よ
く
理
解
し
実
践

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
全
世
界
は
様
々
な
国
々
の

人
々
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
日

本
に
も
い
ろ
ん
な
国
の
人
々
が

居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宣

教
師
以
外
の
人
々
で
も
、
来
日

し
て
い
る
人
々
は
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ

と
を
な
し
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の

証
を
実
践
し
、
キ
リ
ス
ト
の
民

と
し
て
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と

を
、
こ
の
ミ
サ
を
と
も
に
与
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
改
め
て
そ

の
こ
と
を
認
識
し
、
互
い
に
キ

リ
ス
ト
の
み
旨
を
行
っ
て
い
こ

う
と
結
ば
れ
た
。

１０ヶ国余りの国から２１０人以上が参加し、教
区管理者の菊地功司教の司式で、札幌カテド
ラルにてインターナショナルミサを行う

���������������������������������			


������������������������������
――キキリリスストトのの民民ととししてて兄兄弟弟姉姉妹妹ででああるるここととをを再再確確認認――

［２］札幌教区ニュース／第１６号



���
���
���
���
���
���
���
���
			




���

���

���
���
���
���
���
���

ミ
サ
後
に
は
、
各
国
の
自
慢

の
食
べ
物
が
並
ぶ
中
、
午
前
中

の
雨
も
す
っ
か
り
上
が
っ
た
青

空
の
下
で
、
感
謝
と
交
流
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
実
行
委

員
会
の
発
表
で
延
べ
約
九
〇
〇

人
が
参
加
し
交
流
を
深
め
た
。

初
代
教
会
が
他
民
族
の
集
ま

り
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の

国
々
の
人
た
ち
が
日
本
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
を
理
解
し
合
い
、
民
族
性
を

認
め
合
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。
年
に
一
回
で
は
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を

持
つ
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
み

旨
を
証
し
て
い
く
手
段
と
し
て

有
意
義
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
月
十
一
日
（
月
・
体
育
の

日
）
午
前
十
時
か
ら
献
堂
百
周

年
を
祝
う
記
念
ミ
サ
が
、
教
区

管
理
者
の
タ
ル
チ
シ
オ
菊
地
功

司
教
の
司
式
で
行
わ
れ
た
。
菊

地
司
教
は
説
教
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒

の
皆
さ
ん
の
苦
労
を
労
う
と
と

も
に
感
謝
し
た
。
そ
し
て
、
地

域
、
教
区
、
日
本
、
世
界
の
共

同
体
の
一
つ
と
し
て
、
初
代
教

会
の
美
し
い
姿
で
あ
る
一
致
し

た
教
会
共
同
体
の
姿
を
世
に
示

す
こ
と
が
、
イ
エ
ス
を
証
し
、

宣
教
を
示
す
こ
と
に
な
る
と

語
っ
た
。
建
物
だ
け
で
な
く
共

同
体
が
し
っ
か
り
し
た
存
在
に

な
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
福
音
の
問
い
か
け
に
耳
を

傾
け
、
イ
エ
ス
は
こ
う
で
あ
る

と
自
分
の
言
葉
で
応
え
ら
れ
る

宣
教
共
同
体
と
な
れ
る
よ
う

に
、
新
た
な
百
年
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
と
結
ば

れ
た
。

ミ
サ
後
に
は
、
教
会
向
か
い

の
空
知
農
業
会
館
で
祝
賀
会
が

盛
大
の
中
に
も
和
や
か
に
行
わ

れ
た
。

岩岩
見見
沢沢
教教
会会
献献
堂堂
百百
周周
年年
をを
祝祝
うう

【
岩
見
沢
教
会
の
略
歴
】

一
九
〇
九
年

初
代
主
任
司
祭
の
イ
ッ
ポ
リ
ー

ト
・
ビ
ュ
ル
ト
ー
神
父
が
市
内
に

住
居
を
借
り
て
布
教
活
動
を
行

う
。

一
九
一
〇
年
春

現
在
地
に
敷
地
千
坪
を
購
入
し

て
、
聖
堂
と
司
祭
館
を
含
む
二
階

建
て
の
教
会
を
建
築
す
る
。

一
九
二
八
年

聖
堂
が
手
狭
と
な
り
、
一
回
目

の
改
築
工
事
を
行
う
。

一
九
二
七
年

札
幌
教
区
で
最
初
の
託
児
所

「
天
使
園
」を
開
設
。一
九
四
二
年

に
幼
稚
園
と
し
て
正
式
に
認
可
を

受
け
る
。

一
九
五
五
年

老
朽
化
に
伴
い
改
築
工
事
を
開

始
し
、
一
九
五
六
年
十
月
二
十
八

日
に
富
沢
司
教
の
司
式
で
改
築
完

成
記
念
ミ
サ
を
行
う
。

一
九
九
九
年

天
使
幼
稚
園
の
新
園
舎
新
築
。

二
〇
〇
二
年

老
朽
化
に
伴
い
工
事
を
行
っ
て

い
た
新
聖
堂
が
完
成
し
、
十
二
月

八
日
に
大
雪
に
も
関
わ
ら
ず
大
勢

の
方
た
ち
が
出
席
し
て
竣
工
を
祝

う
記
念
ミ
サ
が
地
主
司
教
の
司
式

で
行
わ
れ
た
。

来来来
日日日
九九九
十十十
周周周
年年年
ををを
祝祝祝
ううう

殉殉殉
教教教
者者者
聖聖聖
ゲゲゲ
オオオ
ルルル
ギギギ
オオオ
ののの
フフフ
ラララ
ンンン
シシシ
ススス
コココ
修修修
道道道
会会会

神神
様様
のの
聖聖
心心
とと
、、

皆皆
様様
のの
支支
援援
にに
感感
謝謝

八
月
十
七
日
に
札
幌
マ
リ
ア

院
聖
堂
に
お
い
て
、
各
修
道
院

代
表
者
と
札
幌
修
道
院
の
シ
ス

タ
ー
約
七
十
名
が
参
加
し
て
、

ペ
ト
ロ
地
主
敏
夫
司
教
の
司
式

で
、
来
日
九
十
周
年
を
祝
う
ミ

サ
と
集
い
が
内
々
で
行
わ
れ
ま

し
た
た
が
、
そ
の
一
コ
マ
を
皆

さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。修

道
会
の
日
本
で
の
活
動
の

始
ま
り
は
、
九
十
年
前
（
大
正

九
年
）
の
八
月
十
八
日
に
、
ド

イ
ツ
か
ら
横
浜
経
由
で
三
名

（
Sr.
ク
サ
ヴ
ェ
ラ
、
Sr.
ヨ
ハ
ン

ナ
、
Sr.
カ
ン
デ
ィ
ダ
）
の
シ
ス

タ
ー
が
来
道
し
、
札
幌
マ
リ
ア

院
を
開
設
し
た
こ
と
で
し
た
。

五
年
後
に
札
幌
藤
高
等
女
学
校

を
開
校
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

そ
の
後
、
道
内
各
地
に
マ
リ
ア

院
、
大
学
（
短
大
含
む
）、
高

校
、
中
学
、
幼
稚
園
、
福
祉
施

設
を
次
々
と
開
設
し
て
い
き
、

教
育
事
業
と
福
祉
事
業
を
通
じ

て
、
多
く
の
人
々
に
神
様
の
聖

心
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。

地
主
司
教
は
ミ
サ
の
説
教

で
、
一
九
一
四
年
に
最
初
の
来

日
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
中
止

に
な
っ
た
こ
と
や
、
九
十
年
前

の
八
月
十
四
日
に
横
浜
に
上
陸

し
て
、
札
幌
に
向
か
う
前
に
一

日
早
め
の
マ
リ
ア
様
の
祝
日
を

祝
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
開
設

す
る
修
道
院
の
名
前
が
マ
リ
ア

院
と
な
っ
た
こ
と
、
司
教
が
幼

児
期
だ
っ
た
頃
の
当
時
の
シ
ス

タ
ー
方
と
の
思
い
出
な
ど
に
も

ふ
れ
、
来
日
当
時
の
北
海
道
の

状
態
を
鑑
み
、
先
人
の
シ
ス

タ
ー
方
が
ど
れ
程
大
変
な
思
い

と
決
心
を
し
て
来
日
し
、
そ
し

て
北
海
道
で
宣
教
し
て
い
っ
た

か
を
考
え
る
と
、
そ
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
同
時
に
、
シ
ス
タ
ー

方
の
高
潔
な
志
に
尊
敬
と
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

当
日
、
進
行
を
担
当
し
て
い

た
永
田
淑
子
シ
ス
タ
ー
は
、

「
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
（
通
称

「
マ
リ
ア
院
」）
の
最
初
の
ド

イ
ツ
人
シ
ス
タ
ー
三
人
が
札
幌

に
到
着
し
た
の
は
、
一
九
二
〇

年
八
月
十
八
日
の
こ
と
で
し

た
。
以
来
、
幾
多
の
困
難
や
試

練
を
乗
り
越
え
て
、
九
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
度
、
札
幌
マ
リ
ア
院

に
お
い
て
、
さ
さ
や
か
な
来
日

九
十
周
年
の
感
謝
の
集
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

来
日
当
初
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
以
降
も
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

（
フ
ル
ダ
管
区
）
お
よ
び
マ
リ

ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修

道
会
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
お

世
話
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
敗
戦

国
で
あ
る
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
シ

ス
タ
ー
た
ち
は
、
マ
ル
ク
の
暴

落
で
経
済
的
な
支
え
を
失
い
、

本
部
か
ら
は
帰
国
の
促
し
も

あ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。し
か
し
、

学
校
を
作
っ
て
日
本
の
子
供
た

ち
に
神
の
愛
を
伝
え
る
と
い
う

使
命
感
に
燃
え
た
シ
ス
タ
ー
た

ち
は
、
キ
ノ
ル
ド
司
教
様
と
も

相
談
の
上
、
日
本
に
留
ま
っ
て

札幌教区ニュース／第１６号［３］



初
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
選
び

ま
し
た
。

キ
ノ
ル
ド
司
教
様
に
は
、

日
々
の
生
活
上
の
ご
配
慮
を
い

た
だ
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
学

校
を
建
設
す
る
た
め
の
資
金
的

援
助
（
そ
の
た
め
に
神
父
様
を

一
人
、
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
て

寄
付
集
め
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
）、
そ
し
て
大
切
な
霊
的
世

話
な
ど
を
、
ま
こ
と
に
父
の
心

で
し
て
頂
い
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
戦
中
・
戦
後
の
困

難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
絶
え
ず
暖
か
く
見
守

り
励
ま
し
助
け
て
く
だ
さ
っ
た

司
教
様
や
神
父
様
方
の
お
か
げ

で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
度
の
九
十
周
年
の
感
謝

の
集
い
で
は
、
そ
の
よ
う
な
思

い
を
こ
め
て
、
地
主
敏
夫
司
教

様
主
司
式
に
よ
る
感
謝
ミ
サ
を

行
い
、
そ
し
て
、
続
い
て
聖
堂

で
「
日
本
に
お
け
る
九
十
年
の

歩
み
」
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
を
見

ま
し
た
。
九
十
年
間
を
三
十
五

分
間
の
超
特
急
で
走
り
ま
し
た

が
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
お
恵
み

を
こ
の
九
十
年
間
に
い
た
だ
い

た
か
、
と
い
う
恵
み
の
再
確
認

の
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。
年

輩
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
に
と
っ
て

は
消
え
か
け
た
思
い
出
の
再
発

見
と
な
り
、
若
い
シ
ス
タ
ー
た

ち
に
と
っ
て
は
先
輩
た
ち
の
歴

史
を
知
る
興
味
深
い
体
験
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
司
教
様
や
神
父
様

（
加
藤
神
父
様
と
マ
リ
ア
院
滞

在
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
ブ
ラ
ン
ガ

ン
神
父
様
）
と
ご
一
緒
に
さ
さ

や
か
な
会
食
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
シ
ス
タ
ー
・
ク
サ

ヴ
ェ
ラ
が
語
っ
た
来
日
当
初
の

話
の
記
録
が
読
ま
れ
た
り
、
彼

女
の
晩
年
の
肉
声
を
聞
い
た
り

し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

全
く
内
輪
の
感
謝
の
集
い
で

し
た
が
、
感
謝
の
気
持
ち
は
決

し
て
内
輪
に
留
ま
る
も
の
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
も
う
殆
ど
天

国
に
先
立
た
れ
た
司
教
様
や
神

父
様
方
、
天
使
の
シ
ス
タ
ー
た

ち
、
多
く
の
信
者
の
皆
様
、
そ

し
て
学
校
の
ご
父
母
や
卒
業
生

た
ち
、そ
の
他
様
々
な
形
で（
あ

る
い
は
無
形
の
）
お
世
話
に

な
っ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
ど
も
は

現
役
を
退
い
た
シ
ス
タ
ー
が
多

く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
次
の
百
周
年
を
目
指
し

て
、
神
様
の
は
か
ら
い
の
う
ち

に
信
頼
し
て
歩
み
続
け
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

御
心
な
ら
ば
神
様
が
多
く
の

入
会
志
願
者
を
送
っ
て
く
だ
さ

る
よ
う
、
ど
う
ぞ
お
祈
り
く
だ

さ
い
。
感
謝
の
祈
り
の
う
ち

に
。」
と
、
現
在
の
心
境
を
語

ら
れ
た
。

映
像
や
講
話
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
多
彩
な
企
画
内

容
で
、
四
半
世
紀
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
新
た
な
歩

み
に
向
け
て
決
意
を
固
め

る
。

八
月
十
八
日
（
水
）
に
、
東

京
都
・
台
東
区
の
浅
草
公
会
堂

に
お
い
て
「
ダ
ル
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
二
〇
一
〇

二
十
五
周
年
記

念

ダ
ル
ク
の
流
儀－

回
復
の

権
利－

」（
主
催
・
日
本
ダ
ル

ク
、
共
催
・
東
京
ダ
ル
ク
）
を

開
催
。

今
や
全
国
に
五
十
施
設
超
ま

で
に
増
え
た
ダ
ル
ク
の
関
係
者

や
支
援
者
が
、
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
か
ら

千
人
以
上
が
一
堂
に
会
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
懐
か
し

い
東
京
ダ
ル
ク
草
創
期
の
写
真

や
ダ
ル
ク
第
一
世
代
の
施
設
長

ら
を
中
心
と
し
た
二
十
五
周
年

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
が
、
舞
台

正
面
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
へ

上
映
さ
れ
た
。

次
い
で
、
龍
谷
大
学
の
土
山

希
美
枝
氏
（
政
治
学
）
が
「
他

機
関
連
携
を
�
つ
な
ぎ
・
ひ
き

だ
す
�」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

地
域
社
会
の
行
き
詰
ま
り
を
打

破
す
る
新
た
な
連
携
の
在
り
方

を
示
唆
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
し
な
や
か
で
強
い
意
志
と
覚

悟
を

午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
衆
院

議
員
の
田
中
康
夫
氏
の
祝
辞
か

ら
始
ま
っ
た
。
近
藤
さ
ん
を
人

格
的
に
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も

高
く
評
価
す
る
田
中
氏
で
す

が
、
短
い
あ
い
さ
つ
の
中
に
ダ

ル
ク
の
本
質
が
凝
縮
し
て
解
説

さ
れ
、
心
に
響
く
い
く
つ
か
の

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
っ

た
。
田
中
氏
は
ダ
ル
ク
の
良
さ

を
「
い
い
意
味
で
の
い
い
加
減

さ
」「
ゆ
る
や
か
な
横
の
つ
な

が
り
」「
自
由
度
の
高
さ
」
な

ど
に
求
め
た
。
現
代
社
会
を
動

か
す
（
迷
走
さ
せ
て
い
る
）
パ

ワ
ー
ゲ
ー
ム
の
論
理
と
原
理

に
、
自
分
た
ち
を
棚
に
上
げ
な

い
当
事
者
主
義
に
よ
る
選
択

（＝

チ
ャ
ン
ス
）の
可
能
性
を
、

抑
制
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
対

置
し
て
き
た
地
道
な
ダ
ル
ク
の

歩
み
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い

た
よ
う
に
感
じ
る
。
田
中
氏
は

シ
ニ
カ
ル
に
「
清
く
正
し
い
人

た
ち
は
正
義
感
に
燃
え
て
、
こ

ぶ
し
を
突
き
上
げ
て
�
権
利
の

回
復
�
を
声
高
に
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、ダ
ル
ク
が�
回

復
の
権
利
�
を
掲
げ
た
こ
と
こ

そ
が
ダ
ル
ク
の
流
儀
。
し
な
や

か
で
強
い
意
志
と
覚
悟
を
持

ち
、
次
の
二
十
五
年
に
歩
を
進

め
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

そ
の
後
、「
多
様
化
し
て
い

く
ダ
ル
ク
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
宮
本
真
巳
氏

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院

教
授
）
が
務
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
と
し
て
主
に
ダ
ル
ク
第
二
世

代
で
あ
る
上
岡
陽
江
氏
（
ダ
ル

ク
女
性
ハ
ウ
ス＝

フ
リ
ッ
カ
代

表
）、
市
川
岳
仁
氏
（
三
重
ダ

ル
ク
代
表
）、
中
山
氏
（
ア
パ

リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
野
職
員
）、

中
川
賀
雅
（
長
崎
ダ
ル
ク
代

表
）ら
が
意
見
を
述
べ
合
っ
た
。

終
わ
り
に
近
づ
き
、
全
国
の

ダ
ル
ク
（
関
連
施
設
も
）
を
、

設
立
年
順
に
紹
介
し
た
映
像
を

舞
台
正
面
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
し
た
際
に
は
、
会
場
を

埋
め
た
各
ダ
ル
ク
の
参
加
者
も

立
ち
上
が
っ
て
自
分
た
ち
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
。

最
後
は
「
ダ
ル
ク
二
十
五
年

の
歩
み
」
を
テ
ー
マ
に
ダ
ル
ク

創
始
者
の
近
藤
恒
夫
氏
が
締
め

海
星
学
院
高
等
学
校
は
、

室
蘭
市
の
学
校
誘
致
の
要
請

に
よ
り
、
一
九
六
一
（
昭
和

三
十
六
）
年
に
室
蘭
カ
ト
リ

ッ
ク
女
子
高
等
学
校
と
し
て

開
校
。
そ
の
後
、
一
九
九
一

（
平
成
三
）
年
に
校
名
を
聖

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
女
子
高
等
学

校
に
改
め
、
さ
ら
に
、
二
〇

〇
三（
平
成
十
五
）年
に
は
、

男
女
共
学
制
と
し
て
、
校
名

を
海
星
学
院
高
等
学
校
と
し

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基
づ

い
た
教
育
を
通
じ
て
青
少
年

の
教
育
に
力
を
注
い
で
い

く
。

日日
本本
ダダ
ルル
クク
創創
設設
二二
十十
五五
周周
年年
をを
祝祝
うう

十
月
一
日
（
金
）
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
学
院
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
ホ
ー
ル
に
て
記
念
式
典
を
行
う

海
星
学
院
高
等
学
校
創
立
５０
周
年
を
祝
う
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括
っ
た
。
文
字
通
り
ダ
ル
ク
二

十
五
年
の
歩
み
は
、
そ
の
ま
ま

近
藤
氏
の
回
復
の
歩
み
で
も
あ

る
の
だ
。

夜
は
、
会
場
を
近
く
の
浅
草

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
移
し
、
ダ
ル

ク
ら
し
い
手
作
り
の
懇
親
会
を

開
催
。
ダ
ル
ク
を
創
設
し
た
近

藤
恒
夫
が
羽
織
袴
姿
で
登
場

し
、
会
場
は
和
や
か
な
ム
ー
ド

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ダ
ル
ク

を
支
え
し
て
く
れ
た
全
国
の
主

な
関
係
者
を
顕
彰
し
、
感
謝
の

気
持
ち
が
こ
も
っ
た
特
別
な
記

念
品
を
近
藤
氏
自
ら
が
贈
呈
し

た
。
懇
親
会
参
加
者
は
二
〇
〇

人
を
超
え
た
。

エ
ム
リ
ク
神
父
の
生
ま
れ
故
郷
で

あ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
サ
イ
ユ
教
区

の
エ
リ
ク
・
オ
モ
ニ
エ
司
教
が
、
九

月
二
十
日
か
ら
花
川
マ
リ
ア
院
で
行

わ
れ
て
い
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
司
祭

の
黙
想
会
に
講
師
と
し
て
来
札
し

た
。エ

リ
ク
・
オ
モ
ニ
エ
司
教
は
、
エ

ム
リ
ク
神
父
を
伴
い
、
九
月
二
十
四

日
（
金
）
に
菊
地
司
教
と
地
主
司
教

を
表
敬
訪
問
の
た
め
司
教
館
を
訪
れ

た
。同

司
教
は
二
十
六
条
教
会
で
信
徒

と
の
交
流
会
を
行
っ
た
り
、
洞
爺
湖

を
訪
れ
た
り
、
精
力
的
に
活
動
。

ま
た
、
日
曜
日
の
国
際
デ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
訪
れ
、
参
加
者
に
話
し

か
け
ら
れ
て
い
た
。

第第
十十
九九
回回
カカ
トト
リリ
ッッ
クク
青青
年年
連連
絡絡

協協
議議
会会
（（
ＮＮ
ＷＷ
ＭＭ
））
全全
国国
大大
会会
がが

支支
笏笏
湖湖
でで
開開
催催

十
月
九
日
（
土
）
と
十
日
（
日
）
の
両
日
、

支
笏
湖
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
会
場
に
行
っ

た
。

札
幌
教
区
が
主
催
と
な
っ
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
タ

ア
タ
ア
ン
ワ
」
で
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
こ
に
い
る
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
あ
る
。

イ
エ
ス
が
聖
書
の
中
で「
わ
た
し
は
こ
こ
に
い
る
。」

と
語
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
、
北
海
道
の
支
笏
湖
と
い
う

大
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
年
た

ち
は
、
い
つ
も
傍
に
神
様
と
仲
間
た
ち
が
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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八
月
三
日
〜
五
日
、
二
十
名
が
参
加
し
洞
爺
湖
で
行
わ
れ
た

執
行
部
の
武
川
息
吹
君
か
ら

次
の
よ
う
な
感
想
を
貰
っ
た
。

今
年
度
の
夏
キ
ャ
ン
プ
は
、「
神

様
が
分
か
る
で
し
ょ
」
の
テ
ー

マ
を
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
意
味
は
、「
普

段
と
は
違
う
環
境
で
自
然
や
人

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
神
様
の

存
在
を
様
々
な
か
た
ち
で
感
じ

て
ほ
し
い
。」
で
し
た
。
今
年

は
洞
爺
湖
で
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ

た
の
で
、
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
と

て
も
良
い
環
境
で
キ
ャ
ン
プ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
父
様
や
リ
ー
ダ
ー
の
力
を

借
り
る
こ
と
で
、
な
か
な
か
経

験
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
自
然
の
な
か
で

ミ
サ
に
授
か
る
こ
と
で
、
よ
り

神
様
の
神
秘
や
存
在
を
感
じ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
十
名
、執
行
部
六
名
、

リ
ー
ダ
ー
四
名
の
二
十
名
が
夏

キ
ャ
ン
プ
に
関
わ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
キ
ャ

ン
プ
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
大

雨
が
降
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
大
幅
な
変

更
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

執
行
部
と
し
て
の
反
省
点
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ

ン
プ
は
無
事
成
功
し
た
の
で
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
、教
会
、

カ
ト
高
、
夏
キ
ャ
ン
プ
と
い
う

も
の
が
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
、
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
夏
キ
ャ
ン
プ

で
の
反
省
や
経
験
を
い
か
し

て
、
練
成
会
に
向
け
て
の
準
備

や
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
キ
ャ

ン
プ
を
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
、
参
加
者
や
リ
ー
ダ
ー
、
そ

し
て
神
様
に
感
謝
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

室室
蘭蘭
ブブ
ロロ
ッッ
クク

夏夏
期期
学学
校校

（
室
蘭
・
東
室
蘭
・
伊
達
・
登
別
）

洞
爺
湖
畔
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
信
徒
十
名
を
含
む

四
十
八
名
。

リ
ー
ダ
ー
を
含
め
る
と

七
十
名
以
上
が
参
加
。

未
信
者
の
子
ど
も
た
ち
も
多

く
参
加
し
、「
み
ん
な
神
様
の

子
ど
も
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
心
に

蒔
か
れ
た
種
が
静
か
に
育
つ
こ

と
を
祈
り
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

今
年
の
新
し
い
試
み
と
し

て
、
聖
書
物
語
の
ビ
デ
オ
鑑
賞

を
実
施
。
長
時
間
に
も
係
わ
ら

ず
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
熱
心

に
ビ
デ
オ
を
観
て
い
た
こ
と
に

感
動
を
覚
え
た
と
リ
ー
ダ
ー
は

語
っ
て
い
た
。

湖
で
の
い
か
だ
遊
び
、
烏
帽

子
岳
へ
の
登
山
、夜
の
肝
試
し
、

野
外
ミ
サ
と
盛
り
沢
山
の
行
事

を
楽
し
く
過
ご
し
た
よ
う
で

す
。
有
意
義
な
時
間
を
事
故
も

な
く
過
ご
せ
た
こ
と
を
神
に
感

謝
し
、
来
年
は
さ
ら
に
多
く
の

参
加
者
を
願
っ
て
い
る
。

� �������	 �

ベベルルササイイユユ教教区区ののエエリリクク・・オオモモニニエエ
（（EErriicc AAUUMMOONNIIEERR））司司教教がが来来札札

－国際デーの参加者と－

－菊地司教とともに－

札幌教区ニュース／第１６号［５］
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札札
幌幌
地地
区区
平平
和和
旬旬
間間

平平
和和
をを
祈祈
るる
四四
十十
日日
間間

ドド
イイ
ツツ
・・
フフ
ララ
イイ
ブブ
ルル
ググ
大大
聖聖
堂堂
少少
年年
合合
唱唱
団団

創創
立立
四四
十十
周周
年年
記記
念念
日日
本本
公公
演演

今
回
の
日
本
公
演
は
、
八
月
二
十
一
日
の
東
京
公
演
を

皮
切
り
に
、
九
月
五
日
ま
で
全
国
十
二
会
場
で
開
催

七
月
二
十
四
日
（
土
）
北
一
条
教
会
で
午
後
三
時

か
ら「
最
も
小
さ
き
者
の
ひ
と
り
に
」を
テ
ー
マ
に
、

教
区
管
理
者
の
菊
地
功
司
教
が
、
主
任
司
祭
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
い
た
『
ガ
ー
ナ
の
オ
ソ
ン
ソ
ン
村
で
の

司
牧
の
様
子
』
や
、
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
と
し
て
訪
れ

た
『
ル
ワ
ン
ダ
の
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
の
出
来
事
や
実
態
』
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
り
な
が

ら
、
教
会
の
中
で
虐
殺
が
行
わ

れ
た
実
態
を
ふ
ま
え
、
キ
リ
ス

ト
教
を
信
じ
る
私
た
ち
が
、
ど

の
よ
う
な
社
会
を
築
く
べ
き

か
、
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が

ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
を

語
ら
れ
、「
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
、
一
人
ひ
と
り
が
神
様
の

聖
心
に
従
っ
て
相
応
し
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
」
と
も
に
祈
ろ

う
と
結
ば
れ
た
。

八
月
十
五
日
（
日
）
午
後
六

時
か
ら
北
一
条
教
会
に
て
、
担

当
司
祭
の
新
海
雅
典
神
父
司
式

で
行
い
、
平
和
の
祈
り
鶴
を
奉

納
。
折
り
鶴
は
、
広
島
平
和
公

園
と
長
崎
原
爆
慰
霊
碑
、
沖
縄

平
和
の
礎
に
送
ら
れ
た
。ま
た
、

当
日
の
ミ
サ
献
金
は
、
ス
ー
ダ

ン
・
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
内
戦
難

民
の
救
済
の
た
め
に
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
送
ら
れ

た
。ミ

サ
後
、
約
七
十
名
が
大
通

公
園
ま
で
、「
憲
法
九
条
は
世

界
の
宝
だ
！
地
上
か
ら
核
兵
器

を
な
く
そ
う
！
」
と
訴
え
、
平

和
行
進
を
行
っ
た
。

北
海
道
は
札
幌
と
函
館
で
五

公
演
行
い
、
約
六
十
名
の
メ
ン

バ
ー
は
、
藤
学
園
学
生
や
函
館

少
年
少
女
合
唱
団
と
の
交
流
を

行
っ
た
リ
、
公
演
の
合
間
を
利

用
し
て
旭
山
動
物
園
や
モ
エ
レ

沼
公
園
な
ど
の
見
学
も
行
っ
た

と
い
う
。

ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化

と
日
本
文
化
の
出
会
い
は
、
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
、
彼
ら

に
と
っ
て
も
恵
み
豊
か
な
も
の

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
八
月
二
十
六
日
は
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
生
誕
百
周
年

に
あ
た
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て

道
内
で
も
函
館
や
苫
小
牧
な
ど

各
地
区
で
上
映
会
が
開
催

今
回
は
、
小
野
幌
教
会
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

小
野
幌
教
会
で
は
、
八
月
二

十
七
日
（
金
）
か
ら
二
十
九
日

（
日
）
の
三
日
間
、
午
前
十
時

か
ら
夕
方
四
時
ま
で
、
ビ
デ
オ

連
続
上
映
と
写
真
パ
ネ
ル
展
を

実
施
。

ビ
デ
オ
は
、
・
「
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
と
そ
の
世
界
」
・
「
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
遺
言
」・「
母

な
る
こ
と
の
由
来
」
の
三
本
を

毎
日
繰
り
返
し
て
上
映
。

ま
た
、
東
京
の
女
子
パ
ウ
ロ

修
道
会
か
ら
十
二
枚
組
の
写
真

パ
ネ
ル
を
借
り
て
ホ
ー
ル
に
展

示
し
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ

で
生
涯
貧
し
い
人
々
に
献
身
的

に
奉
仕
し
、
そ
の
愛
の
活
動
を

世
界
中
に
広
め
た
マ
ザ
ー
の
姿

を
偲
ん
だ
。

来
場
者
は
、
三
日
間
で
の
べ

九
十
名
ほ
ど
で
、
小
野
幌
教
会

の
信
徒
の
ほ
か
に
、
虹
の
森
幼

稚
園
の
親
子
、
近
隣
の
聖
公
会

や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
牧

師
や
信
者
、
更
に
区
立
児
童
会

館
の
父
兄
や
子
ど
も
達
も
訪

れ
、
広
く
地
域
へ
の
福
音
宣
教

の
働
き
の
一
助
と
な
っ
た
手
応

え
を
感
じ
た
と
教
会
関
係
者
は

語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
主
任
司

祭
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
高

校
生
会
も
若
い
力
で
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
に
協
力
し
、
光
明

社
の
書
籍
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
大

変
盛
況
で
し
た
。

主
任
司
祭
の
新
海
神
父
は
、

「
親
が
子
ど
も
を
虐
待
し
た

り
、
殺
し
あ
っ
た
り
す
る
事
件

が
頻
発
し
、
親
子
の
絆
と
生
命

の
尊
さ
が
軽
視
さ
れ
る
今
の
時

代
こ
そ
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
愛

と
平
和
の
精
神
を
し
っ
か
り
と

受
け
継
ぎ
、
人
々
に
知
ら
せ
証

し
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
語
っ
て
い
た
。

苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫苫
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

をををををををををををををををををををををををををををををををををを
終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終
ええええええええええええええええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててててててててててててててててて

毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「
カ
ト
リ
ッ
ク
苫
小
牧

地
区
女
性
大
会
」
が
八

月
二
十
八
日
、
本
年
度

の
当
番
教
会
で
あ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
苫
小
牧
教
会

で
開
催
さ
れ
た
。

遠
く
は
伊
達
・
静
内
・
室
蘭
・

東
室
蘭
・
登
別
教
会
か
ら
の
参

加
者
七
十
七
名
に
加
え
小
林
神

父
様
・
ソ
ン
神
父
様
・
ラ
イ
ヤ

神
父
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
に
、
函
館
の
総

合
老
人
施
設
『
旭
ヶ
岡
の
家
』

で
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
働
い
て

お
ら
れ
る
山
内
実
神
父
様
を
お

招
き
致
し
ま
し
た
。

「「
ママ
ザザ
ーー
・・
テテ
レレ
ササ
生生
誕誕
百百
周周
年年
」」

ビビ
デデ
オオ
上上
映映
とと
写写
真真
展展

����������������		
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［６］札幌教区ニュース／第１６号
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テ
ー
マ
は
『
キ
リ
ス
ト
共
に

生
き
ぬ
く
た
め
に
』
と
題
し
、

講
話
を
二
回
そ
の
つ
ど
、
分
か

ち
合
い
を
十
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
行
い
、
最
後
に
四
人
の
司
祭

に
よ
る
ミ
サ
に
与
り
、
無
事
終

了
致
し
ま
し
た
。

例
年
に
な
く
暑
い
夏
の
続
く

日
々
で
し
た
が
、
準
備
委
員
を

中
心
に
大
会
開
催
へ
の
緊
張
感

を
持
っ
て
、
教
会
全
体
が
協
力

し
合
い
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

受
付
前
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
人
と
の
会
話
が
あ
ち
こ
ち

で
響
き
、
山
内
神
父
様
の
講
話

を
聞
き
、
信
仰
と
生
活
が
遊
離

し
て
い
な
い
か
気
付
か
さ
れ
、

分
か
ち
合
い
で
他
教
会
の
人
と

ふ
れ
合
う
時
間
を
も
ち
、
参
加

者
一
人
一
人
に
実
り
あ
る
一
日

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年

の
四
十
六
回
女
性
大
会
は
伊
達

教
会
が
当
番
で
す
。
継
続
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

と
、
神
様
に
感
謝
い
た
し
ま
し

た
。

（
実
行
委
員

代
表
）

▼
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
①

晴
佐
久
昌
英
神
父
が
贈
る
福
音

全
開
の
ク
リ
ス
マ
ス

「
あ
ぶ
う
ば
ぶ
う
」

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
刊

定
価
１
、０
５
０
円
（
税
込
）

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
と

び
っ
き
り
の
イ
ラ
ス
ト
。
つ
ら

い
時
で
も
、
心
細
い
時
で
も
、

心
配
な
時
で
も
、
絶
対
元
気
が

わ
い
て
く
る
！

▼
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
②

ク
リ
ス
マ
ス
も
の
が
た
り

「
１０
ぴ
き
の
ひ
つ
じ
」

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
刊

定
価
８
４
０
円
（
税
込
）

「
ほ
し
の
か
が
や
く
よ
る

に
」
を
ひ
と
回
り
小
さ
く
し
、

価
格
を
求
め
や
す
く
し
た
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
版
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

文
は
読
み
聞
か
せ
に
も
最
適
で

す
！

▼
小
冊
子
「
光
の
贈
り
も
の
ク

リ
ス
マ
ス
」

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
刊

定
価
１
５
８
円
（
税
込
）

ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る
心

温
ま
る
読
み
物
、写
真
や
名
画
、

イ
ラ
ス
ト
が
満
載
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
本
当
の
意
味
を
深
め
た
い

方
や
、
初
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
の

教
会
を
訪
れ
る
方
に
！

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
社
編

「
神
父
燦
燦－

カ
ト
リ
ッ
ク

司
祭
５８
人
に
聞
く－

」

教
友
社
刊定

価
１
、２
６
０
円

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
コ
ラ
ム
「
神
父
燦
燦
」
を

中
心
に
単
行
本
化
。
司
祭
の
実

像
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
形
で
描

き
出
し
た
も
の
で
、
司
祭
召
命

へ
の
理
解
に
も
役
立
つ
一
冊
。

▼
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
こ
ち
ら
た
ま
ご
応
答
ね

が
い
ま
す
」

販
売
問
合
せ＝

女
子
パ
ウ
ロ
会

販
売
価
格＝

４
、２
０
０
円
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
価
格＝

１
万
円

信
徒
で
映
画
監
督
の
千
葉
茂

樹
さ
ん
（SIG

N
IS
JA
P
A
N

会
長
）
が
企
画
・
脚
本
・
監
修

を
し
た
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
こ
ち
ら
た
ま
ご
応
答
ね
が
い

ま
す
」（
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
製
作
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
こ
ち
ら
た
ま
ご
応
答
ね
が

い
ま
す
」
は
、
第
一
回
福
永
令

三
児
童
文
学
賞
受
賞
の
同
名
絵

本
を
も
と
に
し
た
短
編
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
。
お
母
さ
ん
の
お

腹
に
宿
っ
た
胎
児
（
た
ま
ご
）

が
中
絶
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
小

学
校
六
年
生
の
お
に
い
ち
ゃ
ん

「
卓
」
に
「
救
助
を
求
め
る
」

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
胎
児
と

の
対
話
を
通
し
て
生
命
尊
重
、

女
性
の
尊
厳
、
妊
娠
の
仕
組
み

な
ど
が
平
易
に
紹
介
さ
れ
て
い

て
「
良
質
の
性
教
育
教
材
」
と

し
て
も
子
供
を
含
め
た
多
く
の

人
に
観
て
も
ら
い
た
い
作
品
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
精
神
を

受
け
継
ぐ
「
生
命
尊
重
運
動
」

メ
ン
バ
ー
の
お
母
さ
ん
が
、
テ

レ
ビ
番
組
で
援
助
交
際
し
て
い

る
女
子
高
校
生
が
「
妊
娠
し
た

ら
ど
う
す
る
の
」
と
聞
か
れ
て

「
そ
ん
な
の
簡
単
。中
絶
し
ち
ゃ

え
ば
い
い
」と
話
す
の
を
見
て
、

憤
慨
し
新
聞
の
折
込
広
告
の
裏

に
ひ
と
晩
で
書
き
上
げ
た
ス

ト
ー
リ
ー
が
基
で
す
。

映
像
時
間
は
本
編
二
十
八
分

と
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
る
妊

娠
の
経
過
を
収
め
た
特
典
映
像

「
た
ま
ご
が
赤
ち
ゃ
ん
に
な
る

ま
で
」（
十
四
分
）の
合
わ
せ
て

四
十
二
分
と
、
小
さ
な
子
供
で

も
飽
き
な
い
時
間
内
で
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
既
に
福
島
県
や

千
葉
県
の
「
男
女
参
画
共
生
セ

ン
タ
ー
」
で
も
上
映
さ
れ
る
な

ど
普
及
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
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韓国の馬山教区で開催－韓国の学生とのふれあいの場へ
あなたも是非参加しませんか

今回は「すべての人を一つにしてください」（ヨハ

ネ１７・２１）をテーマに開催されます。ホームステイ、

文化交流、祈りの会、分かち合いなど盛りだくさんの

内容となっています。

◆期間＝２０１１年２月１７日（木）～２２日（火）

◆場所＝韓国 馬山教区

◆費用＝参加費１万５千円と旅費実費

◆募集対象者＝１８～２５歳の学生

◆募集定員＝２０名（定員になり次第〆切となります）

◆募集〆切＝２０１０年１１月３０日（火）

◆参考に次のアドレスからホームページをご覧下さい

http：／／www．osaka�youth．com／
◆問合せ・申込＝E�mailで大阪教区の松村繁彦神父
までお願いします。E�mail：hiko４３４５＠yahoo．co．jp

札幌教区ニュース／第１６号［７］
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◇
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

▼
Sr.
Ｍ

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ン

安
井

匡
子

初
誓
願
後
、
藤
女
子
短
大
と

大
学
で
食
物
栄
養
学
を
教
授

し
、
良
い
栄
養
士
を
育
て
る
だ

け
で
な
く
、将
来
良
い
社
会
人
、

良
い
家
庭
人
と
な
っ
て
幸
せ
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
、
よ
く
指
導
し
た
。
藤
女

子
大
学
を
退
職
し
た
一
九
九
八

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
、
学

校
法
人
藤
学
園
の
理
事
長
を
務

め
れ
る
。
健
康
に
あ
ま
り
恵
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
生
の

中
で
担
っ
て
き
た
自
分
の
病
気

に
つ
い
て
、
決
し
て
嘆
く
こ
と

な
く
、「
私
に
と
っ
て
病
気
は

私
を
苦
し
め
る
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
私
の
内
的
生
活
を
深

め
、
豊
か
に
す
る
も
の
で
し

た
。」
と
話
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

【
略
歴
】

１
９
３
３
年
１０
月
１
日

旭
川
市
生
ま
れ

１
９
５
３
年
４
月
４
日

札
幌
マ
リ
ア
院
聖
堂
に
て
受
洗

１
９
５
８
年
１
月
２９
日

入
会

１
９
６
１
年
１
月
１２
日

初
誓
願

１
９
６
６
年
９
月
２３
日

終
生
誓
願

２
０
１
０
年
９
月
８
日

帰
天

▼
Sr.
Ｍ

ヴ
ァ
ル
ブ
ル
ガ

小
笠
原

連
子

札
幌
を
は
じ
め
岩
見
沢
、
留

萌
、
一
関
旭
町
、
東
京
、
旭
川
、

網
走
等
の
支
部
で
主
に
調
理
の

仕
事
を
中
心
に
修
道
院
内
の
仕

事
に
従
事
。
求
め
ら
れ
る
前
に

人
の
必
要
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、
適
切
・
十
分
な
配
慮
の
出

来
る
シ
ス
タ
ー
で
、
喜
ぶ
人
と

共
に
喜
び
、
心
傷
つ
い
た
人
を

母
の
心
で
労
わ
り
、
優
し
い
笑

顔
に
は
、
人
の
心
を
温
め
癒
す

力
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

【
略
歴
】

１
９
３
２
年
１０
月
７
日

江
差
町
生
ま
れ

１
９
４
９
年
４
月
１６
日

小
樽
の
富
岡
教
会
に
て
受
洗

１
９
５
５
年
１１
月
２５
日

入
会

１
９
５
８
年
８
月
１２
日

初
請
願

１
９
６
３
年
８
月
１２
日

終
生
請
願

２
０
０
７
年
１１
月
２３
日

金
祝

２
０
１
０
年
９
月
１６
日

帰
天

菊菊地地司司教教様様へへのの感感謝謝ミミササとと集集いいのの
時時間間とと会会場場変変更更ののおお知知ららせせ
前号でお知らせした内容に変更があり、次の通りです。

日時 ２０１０年１１月２３日（火・勤労感謝の日） １０：３０

会場 カトリック北１１条教会（札幌市東区北１１条東２丁目）

訃

報

※
神
様
の
み
も
と
で
の
安
息
を
お
祈
り
下
さ
い
※

２２００１１１１年年ワワーールルドドユユーーススデデーー（（ＷＷＹＹＤＤ））
ママドドリリーードド大大会会にに一一緒緒にに参参加加ししよようう
過去の大会に参加した青年たちからは、「ＷＹＤに参加

して、素晴らしい体験ができた。」「日本の教会共同体では

体験することが出来ない、カトリックのスケールの凄さを

体験できた。」「日本の他教区の青年や、他の国の青年たち

と交流がもててとてもよかったです。」「カトリックは世界

共通なのだと改めて痛感させられ貴重な体験ができまし

た。」などの感想が寄せられています。今回は、サンチャ

ゴ巡礼のコースも組まれています。青年だからできる体験

を是非この機会にしてみませんか。

◆ＷＹＤ開催日＝２０１１年８月１６日～２１日

◆対象＝高校生を除く１８歳～３５歳

◆問合せ先＝担当司祭の森田健児神父までお問合せくだ

さい。（月寒教会 電話 ０１１�８５１�２０３２）
◆教区Ｗｅｂページからも詳細がご覧になれます

http：／／www．csd．or．jp

編編編 集集集 後後後 記記記

今年も夏から秋にかけ

て、札幌教区内では様々な

行事が執り行われました。

十一月二十三日には、タル

チシオ菊地功司教の教区管

理者就任一周年の感謝ミサ

と集いがあります。会場と

時間が北十一条教会で十時

三十分から行われることに

変更となりました。新潟司

教と兼任のハードスケジ

ュールをこの一年こなして

頂いたことに、ともに心か

ら感謝の気持ちを奉げま

しょう。 （編集子）

�

�

�

�

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
稿

文
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
寄
稿
を
お

待
ち
し
い
ま
す

※

二
〇
一
〇
年
度
難
民
移
住

移
動
者
委
員
会
の
「
全
国
研

修
会
in
新
庄
」
が
、「
待
ち

続
け
た
夢
が
か
な
う
時

－

南
国
か
ら
北
国
へ

農
村
で

生
き
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性

た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月

二
十
六
日
（
火
）
か
ら
十
月

二
十
八
日
（
木
）
ま
で
新
潟

教
区
で
開
催
さ
れ
た
。

新
庄
周
辺
は
豪
雪
地
帯
と

し
て
有
名
で
あ
る
が
、
そ
ん

な
東
北
の
地
域
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
花
嫁
と
し
て
嫁
い

で
二
十
年
以
上
の
月
日
が
経

過
し
た
と
い
う
。
約
二
〇
〇

人
の
人
た
ち
が
、
農
村
花
嫁

と
し
て
、
夫
、
子
ど
も
た
ち
、

舅
姑
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い

る
と
聞
く
。
雪
の
降
ら
な
い

南
国
か
ら
雪
深
い
北
国
に
来

て
、
強
く
、
た
く
ま
し
く
、

そ
し
て
朗
ら
か
に
生
き
て
い

る
彼
女
た
ち
の
「
力
と
優
し

さ
」の
源
は
一
体
何
な
の
か
。

私
た
ち
に
は
か
け
て
い
る

何
か
か
が
そ
こ
に
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
な
い
頭
を
絞
っ
て

考
え
て
み
た
。「
信
仰
の
強

さ
」「
結
婚
と
い
う
こ
と
の

考
え
方
」「
家
族
の
絆
」「
働

く
と
い
う
意
味
」
・
・
・

何
故
か
今
の
日
本
に
欠
け

て
い
る
内
容
が
ず
ら
ず
ら
と

頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
経
済

的
に
は
成
長
を
と
げ
た
日
本

で
あ
る
が
、
大
切
な
心
の
成

長
が
つ
い
て
い
っ
て
い
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
彼
女
ら

を
見
習
っ
て
心
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

［８］札幌教区ニュース／第１６号


